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イベントを通じて地域に存在をアピールするクラブ

京都府総合型地域スポーツクラブ
連絡協議会

京都府総合型地域スポーツクラブ連絡協議会（以下、連絡協議会）は、京都府内における総

合型地域スポーツクラブ（以下、クラブ）の横の繋がりを強化することにより各クラブの活動の活

性化を図り、京都府のスポーツ振興に資することを目的として活動しています。設立当初は京

都府を３つのブロックに分け「北部ブロック」・「中部ブロック」・「南部ブロック」とし、１４の加盟ク

ラブで構成されていました。現在は、加盟４６クラブとなり、ブロックも南部ブロックをさらに２つに

分け、「北部ブロック」・「中部ブロック」・「乙訓・京都市ブロック」・「山城ブロック」の４ブロックで

活動しています。

連絡協議会概要

地域におけるクラブの存在意義や価値を高め、クラブの自立・自律に向けた活動を促進する

ために、地域の住民間の交流を深め、地域活性化に寄与するイベントを実施することは、地域

にクラブが根差すために重要な取り組みの一つと考えられます。

そこで、今回はイベントを通して、クラブの存在を地域にアピールする京都と新潟の取り組み

事例を紹介します。

1

第132号 平成29年5月22日発行

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H29/MM132_index.PDF


平成27年度から運営委員会を設置して事業の企画・運営を主体的に行い、連絡協議会の今

後の発展に向けて検討しているところです。運営委員会では月１回の定例会議をもち、専門部

会や各ブロック会議を随時開催し、加盟クラブが一丸となって組織化に取り組んでいます。各ブ

ロックでは、ブロック内の全クラブが協働して情報交流や親睦を図るための事業であるブロック

交流会を企画・運営しており、ブロック相互に刺激し合うなど、とても良い効果が表れてきていま

す。

京都ご当地グルメリレーマラソンは平成25年度から始まり、今年度で5回目を迎えます。この

イベントはクラブの財源不足という課題解決のためのアイディアから生まれたもので、イベント

で得た収益を各クラブや連絡協議会本体へ還元するという仕組みを作っています。公益財団法

人京都府体育協会・企業・連絡協議会の三者で実行委員会を組織して企画・運営を進めており、

企業と協力関係を結ぶことでクラブや行政だけでは難しい大きな事業を成功させています。１ク

ラブや１団体だけでは出来ないことも、複数のクラブや団体が協力・協働して取り組むことでそ

れを可能にしています。また、このイベントは京都府民総合体育大会（以下、府民総体）の一環

として実施しており、京都府教育委員会のバックアップもいただいています。当日は、府民総体

オープニングフェスティバルが同日開催となり、グルメリレーマラソン参加者だけでなく大勢の方

が来場され、毎年会場の賑わいを創出しています。

企業との協力関係で「グルメリレーマラソン」を運営2
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グルメリレーマラソンの開催種目と参加資格

【開催種目】

（1）リレーマラソン

「FUN RUN（仲間と走ろう42.195km）」をテーマに、１チーム６～１４人での周回コース（計

42.195km）をタスキリレーし、チームで完走する競技。走る順番や何周走るかは自由。

（2）シャッフルリレーマラソン

１～5人で応募し、大会当日に主催者側からの発表で1 チームを編成して走るマラソン。走る

ことが好きな人同士が当日初めて出会い、完走を目的として一丸となるユニークな競技。

【参加資格】

（１）リレーマラソン

42.195km（2.1kmx20周+200m）を1チーム6人以上14人以内のチームで完走でき、一人で1

周2.1kmを自力で走れる小学生以上の男女。

（２）シャッフルリレーマラソン

一人で1周2.1kmを自力で走れる高校生以上の男女。

企業はイベントの運営、連絡協議会は広報活動 役割分担を明確化

第１回開催は連絡協議会から企業に声をかけ、企業と連絡協議会の二者のみの体制でス

タートしました。企業とクラブが協働で事業を行うことの壁が大きく、企業と連絡協議会加盟クラ

ブ有志が委員となった実行委員会の会議ではたくさんの意見のぶつかり合いがありました。全

てが初めてのことで全員が手探りの状況で進めていったため情報共有がうまくできず、当日の

運営ではスムーズにいかない場面が多々ありました。これは双方の役割分担の擦り合わせが

不十分であったために起きたことだったと思います。第2回目からは第１回大会の反省を十分に

行い、運営面、役割分担、双方の思いをしっかりと擦り合わせて取り組み方を大きく変更しまし

た。その結果、企業はグルメリレーマラソン本体の運営を行い、連絡協議会は参加募集のため

の広報(府内総合型クラブへの案内や広報協力依頼、関係各所へのチラシ配布、ポスター掲示

等)と当日のクラブ特設ブースでの取り組みに注力することになりました。広報活動では、連絡

協議会加盟全クラブへチラシ・ポスターを配布し、広報活動への協力を得るほか、イベント当日

には、連絡協議会から30名程度(連絡協議会加入7クラブのスタッフ含む)がスタッフとして携

わっています。それぞれのやるべきことが明確になったことで、とても取り組みやすくなり少しず

つ成果が表れてきました。目標としていた参加者3,000名という壁をなかなか越えられない苦し

い時期が続きましたが、前回大会でやっと目標を達成し、3,394名の参加を得ることができまし

た。三者それぞれが持っている強みを生かして様々な方面から広報を行い、リピーターを増や

すために毎年少しずつ内容に変化を加えながら企画をしてきました。口コミにも期待し地道に続

けてきた取り組みがようやく成果となり実ってきたものと思います。
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継続開催でスタッフに意識の変化→集客目標に到達→収益

このイベントに取り組んだことで連絡協議会加入クラブの皆さんの意識に変化が見られました。

連絡協議会の取り組みとしては参加者への広報とクラブ特設ブースでの企画・運営が中心でし

たが、当初はこのイベントの狙いをなかなか理解してもらえず、クラブからの協力が得にくい状

況にありました。しかし、継続して開催することで徐々に理解が深まり、協力者が増え、積極的

に関わるクラブが増えていったように思います。クラブ特設ブースではドリンクや軽食などの販

売をし、その収益を連絡協議会の財源の一部にしています。クラブの枠を超えて連絡協議会の

財源確保のために自分たちの手で実際に収入を得るという経験は、連絡協議会の今後の発展

に繋がるものだと感じています。集客目標の3,000名を達成したことで収益もあがり、目に見え

る成果が表れてきたことがモチベーションの向上に繋がっています。このことを通してクラブの

枠を超えた連絡協議会の一員であるという意識が芽生えてきたように感じています。これは時

間をかけて粘り強く取り組んでこられた皆さんの大きな成果だと思います。

最北クラブの関わり方が今後の課題

今年度で5回目を迎える大会となりますが、今後も永く継続して開催できるように取り組んでい

きます。そのためには、まず、運営側が楽しむことが大切で、参加者はもちろんですがスタッフ

も楽しめるようなイベントにしていきたいと思います。現在は、連絡協議会の総力を挙げた事業

とまでは言えないのが現状です。京都府は南北に長く、最北のクラブから最南のクラブまで高

速道路を利用しても３時間はかかるような地形であり、南部地域で行われるこのイベントに北部
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地域のクラブとしての関わり方が難しいという課題があります。その部分をクリアできる工夫を

図り、連絡協議会全体でこのイベントを盛り上げていくことができれば、連絡協議会としての結

束力が生まれ、総合型クラブの認知度向上や連絡協議会の存在意義、クラブ間の交流や一体

感が創出され京都府全体の地域スポーツの振興に大きく寄与できると考えています。総合型ク

ラブの趣旨「誰もが気軽に楽しめる」に合ったようなイベントを目指します。

ちなみに、今年度開催の第5回大会は平成29年10月29日（日）に京都府立山城総合運動公

園で開催します。さらにパワーアップした本大会を間近で見て感じて体験していただければ幸

いです。

（京都府クラブアドバイザー 畑 由紀子）

◎第5回京都ご当地グルメリレーマラソン開催概要

【開催日】

2017年10月29日（日）

【コース】

京都府立山城総合運動公園 太陽が丘特設周回コース

【参加費用】

一人4,000円（大人）／3,500円（大学・専門学校生）／3,000円（中・高生）／2,500円（小学生）

※早割特典：７月３１日（月）までにエントリーが完了した場合、上記金額より一人マイナス500円

【エントリー方法】

WEBでエントリー

※インターネットによるエントリーの場合、参加費用に加えて別途手数料が一人100 円
※入金先着順の定員制の大会のため、入金時にエントリーが確定
※WEB以外で申込ご希望の方は、事務局へお問合わせ下さい
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設立年月日 平成17年5月29日

所在地 京都府

運 営 加盟46クラブ（平成28年6月現在）予算規模およそ140万円（平成28年度）

有給職員 0名

特 徴 平成27年度から運営委員会が設置され、連絡協議会の自立に向けて取り組んで
いる。連絡協議会は地域性で4ブロックに分かれており、それぞれで活動を活発に
行っている。全ブロックそれぞれで協働事業（ブロック交流会）を実施するなど横の
繋がりを強化し情報交流を活発にする取組を行っている。また、連絡協議会自身の
体力をつけるための方策も検討し、グルメリレーマラソンなどのイベントを実施して
いる。

連絡先 〒601-8047 京都府京都市南区東九条下殿田町70 京都テルサ東館3階
公益財団法人京都府体育協会内
電話番号 075-692-3423
FAX 075-692-3457
E-Mail club-info@kyoto-sa.com（代表）
URL http://sports-net.kyoto-sa.com/

連絡協議会 プロフィール
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